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　薪ストーブ設置上の注意
　　薪ストーブを設置する際には、ストーブメーカーが提唱する機種ごとの安全指示に従い、十分な知識や技術をもった専門の施工業者に相談しましょう。

薪ストーブによる火災を予防するために、設置の際には特に次の点に注意してください。
（自主基準）
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　　１．炉台・炉壁を設ける
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　　　保護の方法は、レンガ積みが一般的ですが、
専用の遮熱版を使用する方法もあります。
薪ストーブ本体と可燃性の壁との間隔は、
ストーブの種類や設置方法等により異なりま
すので、専門家に相談しましょう。

　　　特に、壁と炉壁の間には低温炭化を防ぐた
　　め25mm以上の空気層を設けるなどし、壁
に熱を伝えないようにしてください。

２．煙突と可燃物の距離をあける
　　　安全を確保するため、煙突と可燃物の距離をあけて下さい。
（ シングル煙突では46cm以上、二重煙突では15cm以上あけると安全です。）また、煙突が壁を貫く部分には、二重煙突及び不燃材のめがね石を使用して下さい。
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　　薪ストーブでの火災について
薪ストーブによる火災が発生しないよう設置、使用には十分注意して下さい。

薪ストーブによる火災の多くが、次の煙道火災と低温炭化による火災です。

煙突内部に付着したタールやEQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps12 \o\ad(\s\up 13(すす),煤)に火がうつり、煙突内で激しく燃える現象。
煙突の先端から炎が噴きだし、火災となる危険性があります。
＜対　策＞
· 煙突の設置は曲がり部分を少なくし、タールがたまりにくいようにする。
· 断熱効果の高い二重煙突を選び、タールの発生を抑える。
· 乾燥が不十分な薪は煤が多く発生するため、十分乾燥した薪を使用する。
· 煙突掃除を定期的に行う。

　　　　　薪ストーブ周辺の床や壁、煙突周辺の木材が、
高熱に長時間さらされることで、除々に炭化し

突然自然発火する現象。
＜対　策＞
· 壁や床に熱を伝えないような断熱・耐熱対策を十分行う。
· 煙突と可燃物の距離をあける。
· 煙突が壁を貫く部分には、二重煙突及び不燃材料のめがね石を使用する。
　　　　また、薪ストーブ使用による煙の発生については、近隣住宅等に迷惑とならない

よう注意して下さい。
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（設置例）
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※　法律上では15cmですが、シングル煙突では46cm以上離したほうが安全です。
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